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文化  祭典

イベントは商工会が企画し、初開催の「ちくまる君とのお絵かき大会」に
は38人が参加。露店やお茶席、手芸体験などの催しも大盛況でした。

ュ
ー
ッ
と
い
う
音
と
食
欲
を
そ
そ
る

香
り
が
漂
う
中
、
出
店
者
の
呼
び

声
や
来
館
者
の
に
ぎ
や
か
な
会
話

が
響
い
た
文
化
祭
会
場
。
11
月
６
日
か
ら
２
日
間
、

公
民
館
金
田
分
館
と
金
田
体
育
館
の
前
に
は
、
露

店
や
バ
ザ
ー
な
ど
の
特
設
テ
ン
ト
が
並
び
ま
し
た
。

　

お
よ
そ
４
千
点
の
作
品
が
飾
ら
れ
た
両
館
内
に

は
、
日
ご
ろ
培
っ
た
感
性
が
表
さ
れ
た
成
果
が
勢

ぞ
ろ
い
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
力
作
が
見
る

人
の
足
を
止
め
、
そ
の
世
界
へ
と

引
き
込
ん
で

い
ま
し
た
。

音の花火で開幕が町中に知らされ、オープニング
セレモニーから華々しくスタートした福智町
文化祭。11月６日から３週にわたり、町は
福智のアーティストたちによる
多彩な文化に彩られました！

の
ジ

展示会場には２日間
で延べ４千人が来場。
子どもの成長を感じ
させる力作に感嘆の
声が上がっていました。

2010福智町文化祭
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滞
納
町
税
解
消
の
た
め
福
智
町
も
参
加
し
初
開
催

母校に感謝の気持ちを込めて寄贈

渡窯が全国展で２年連続の親子入選

交
流
深
ま
る
韓
国
か
ら
研
究
員
が
市
場
小
・
上
野
小
を
訪
問

第
57
回 

日
本
伝
統
工
芸
展

筑豊地区合同公売会

韓国教育環境研究院教育施設視察

祝
古
希
記
念
方
城
中
第
九
期
同
窓
会

校内の様子を記録する韓国の研究員

古希を迎えた方城中同窓生のみなさん

貴重な物品も並んだ会場

　国内最大規模の工芸公募展で今回57回目を数え

る「日本伝統工芸展」で、上野焼渡窯の渡久兵衛さ

んと仁さんが２年連続となる親子入選を果たしまし

た。この工芸展は、日本の優れた伝統工芸の保存と

後継者育成を目的として、日本工芸会が開催。陶芸

部門に1121点もの応募がある中、厳しい審査を経て

朗報がもたらされました。渡窯11代目の父・久兵衛

さんは茶陶の趣深い「上野鉄
てつ

釉
ゆう

一
ひと

重
え

口
ぐち

水
みず

指
さし

」を、子・

仁さんは上野の品格が漂う「上野ヤケ釉
ゆう

壺
つぼ

」を出展。

400年を超える伝統から生み出され、今日まで脈々と

伝えられた技と美が、全国で高い評価を受けました。

　

滞
納
者
か
ら
差
し
押
さ
え
た
物
品
を
販
売
す
る

「
公
売
会
」が
、
10
月
23
日
に
福
岡
県
飯
塚
総
合
庁

舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。
福
智
町
も
参
加
し
、
筑
豊

地
区
の
３
市
３
町
に
よ
る
初
め
て
の
試
み
で
す
。

２
３
０
人
が
訪
れ
た
会
場
に
は
、
新
米
・
陶
器
・
貴

金
属
が
並
ぶ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
が
反
響
を
集

め
ま
し
た
。
当
日
出
品
さ
れ
た
１
９
１
点
の
う
ち
、

１
２
０
点
が
落
札
さ
れ
、
売
り
上
げ
は
約
９
９
万

円
。
福
智
町
の
物
品
に
も
16
点
中
10
点
に
買
い
手

が
つ
き
、
滞
納
町
税
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
よ
う
に
、
滞
納
す
れ
ば
財
産
が
差
し
押
さ

え
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
大
切
な
品
が
公
売
さ
れ
な
い

た
め
に
も
、税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

渡仁氏作 渡久兵衛氏作

　

先
進
的
な
教
育
環
境
の
開
発
と
導
入
を
目
的

と
し
た
韓
国
教
育
環
境
研
究
院
の
メ
ン
バ
ー
30
人

が
、
11
月
9
日
に
市
場
小
と
上
野
小
を
訪
問
し
ま

し
た
。
カ
メ
ラ
や
メ
モ
を
片
手
に
学
校
の
隅
々
ま

で
見
学
し
た
研
究
員
は
、
特
に
日
本
が
世
界
に
誇

る
耐
震
技
術
や
エ
コ
設
備
に
興
味
深
い
様
子
で
、

説
明
す
る
内
容
に
じ
っ
と
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

機
能
的
な
校
舎
だ
け
で
な
く
、
児
童
の
様
子
に
も

関
心
が
寄
せ
ら
れ「
子
ど
も
た
ち
を
よ
り
良
い
環

境
で
学
ば
せ
た
い
」と
い
う
共
通
の
思
い
を
確
認
。

日
韓
交
流
を
推
進
し
て
い
る
福
智
町
で
の
今
回
の

訪
問
を
通
じ
て
、
両
国
の
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の

向
上
と
積
極
的
な
国
際
交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　70歳の古希を迎えたことを記念した方城中第９期

卒業生（昭和31年卒）の同窓会が10月24日に開か

れました。直方いこいの村に80人が集ったこの日「自

分たちを教え、導いてくれた母校に恩返しがしたい」

と発案した記念品を母校に寄贈。方城中にはテント

一張、伊方・弁城の両小学校には図書券が、感謝の

言葉を添えて贈られました。同窓会には２人の恩師も

参加。４時間半におよぶ宴
うたげ

は、当時に思いをはせたり、

これまでの人生や近況を語り合うなど、終始盛り上が

りをみせました。最後は炭坑節でしめくくり、参加者

には歩数計が配られ、恩師にはつえが贈呈されました。

まちを彩る


